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（
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
公
立
の
学
校
に
係
る
対
処
）」を
付
し
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
二

第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
公
立
大
学
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十

八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
を
い
う
。）が
設
置
す
る
公
立
大
学
に
附
属
し
て
設
置
さ

れ
る
学
校
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
文
部
科
学
大
臣
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
公
立
大
学
法
人
を
設
立
す
る
地
方
公
共
団
体
の
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
地
方
公
共
団
体
の

長
」
と
い
う
。）」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
文
部
科
学
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
共
団
体
の
長
」

と
、
同
項
中
「
国
立
大
学
法
人
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律

第

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
七
項
」
を
「
第
四
条
第
八
項
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
六
」
を
「
第
三
十
三
条

の
五
」
に
、「
第
三
十
三
条
の
七
」
を
「
第
三
十
三
条
の
六
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

山
本

早
苗

法
務
大
臣

岩
城

光
英

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

馳

浩

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

農
林
水
産
大
臣

森
山

経
済
産
業
大
臣

林

幹
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣

大

珠
代

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
四
十
八
号

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

基
本
方
針
等
（
第
三
条

第
五
条
）

第
三
章

木
材
関
連
事
業
者
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
等
（
第
六
条
・
第
七
条
）

第
四
章

木
材
関
連
事
業
者
の
登
録
（
第
八
条

第
十
五
条
）

第
五
章

登
録
実
施
機
関
（
第
十
六
条

第
三
十
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
三
十
一
条

第
三
十
五
条
）

第
七
章

罰
則
（
第
三
十
六
条

第
四
十
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
又
は
外
国
に
お
け
る
違
法
な
森
林
の
伐
採
（
以
下
「
違
法
伐
採
」
と
い
う
。）及
び
違

法
伐
採
に
係
る
木
材
の
流
通
が
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、
林
産
物
の
供
給
等
の
森
林
の
有
す
る
多

面
に
わ
た
る
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
木
材
市
場
に
お
け
る
公
正
な
取
引
を
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
し
基
本
的
な
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
合
法
伐
採
木
材
等
の
利
用
の
確
保
の
た
め
の
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
木
材
産
業
の
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
及
び
地
球
の
環
境
の

保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
木
材
等
」
と
は
、
木
材
（
一
度
使
用
さ
れ
、
又
は
使
用
さ
れ
ず
に
収
集
さ
れ
、
若
し

く
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
及
び
こ
れ
ら
を
材
料
と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
木
材
を
加

工
し
、
又
は
主
た
る
原
料
と
し
て
製
造
し
た
家
具
、
紙
等
の
物
品
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
一
度
使
用

さ
れ
、
又
は
使
用
さ
れ
ず
に
収
集
さ
れ
、
若
し
く
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
合
法
伐
採
木
材
等
」
と
は
、
我
が
国
又
は
原
産
国
の
法
令（
我
が
国
の
法
令
に
あ
っ
て
は
、

条
例
を
含
む
。
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
適
合
し
て
伐
採
さ
れ
た
樹
木
を
材
料
と
す
る
木
材
及
び

当
該
木
材
を
加
工
し
、
又
は
主
た
る
原
料
と
し
て
製
造
し
た
家
具
、
紙
等
の
物
品
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も

の
（
一
度
使
用
さ
れ
、
又
は
使
用
さ
れ
ず
に
収
集
さ
れ
、
若
し
く
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
木
材
関
連
事
業
者
」
と
は
、
木
材
等
の
製
造
、
加
工
、
輸
入
、
輸
出
又
は
販
売
（
消
費
者

に
対
す
る
販
売
を
除
く
。）を
す
る
事
業
、
木
材
を
使
用
し
て
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
建
築
又
は
建
設
を
す
る
事

業
そ
の
他
木
材
等
を
利
用
す
る
事
業
で
あ
っ
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
者
を
い
う
。

第
二
章

基
本
方
針
等

（
基
本
方
針
）

第
三
条

主
務
大
臣
は
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
合
法
伐
採

木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
単
に
「
基
本

方
針
」
と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
の
基
本
的
方
向

二

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

三

合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
の
意
義
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
係
る
事
項

四

そ
の
他
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
項

３

主
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
環
境
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政

機
関
の
長
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

主
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
改
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
国
の
責
務
）

第
四
条

国
は
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
の
確
保
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
は
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
国
内
外
の
木
材
等
の
生
産
及
び
流
通
の
状

況
並
び
に
我
が
国
及
び
外
国
の
森
林
の
持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る
法
令
、
貿
易
等
に
関
す
る
法
令
そ
の
他
木
材
等

の
適
正
な
流
通
の
確
保
に
関
す
る
法
令
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
第
八
条
の
木
材
関
連
事
業
者
の
登
録
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
登
録
に
係
る
制
度
の
周
知
、
第
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
登
録
木
材
関
連
事
業
者
に
よ
る
取
組
の
う
ち
そ
の
状
況
が
優
良
な
も
の
の
公
表
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

国
は
、
教
育
活
動
、
広
報
活
動
等
を
通
じ
て
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通
及
び
利
用
を
促
進
す
る
意
義
に
関
す
る

事
業
者
及
び
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
五
条

事
業
者
は
、
木
材
等
を
利
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
合
法
伐
採
木
材
等
を
利
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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